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論文の内容の要旨
本論文は、独立革命を経て建国の過程にあったアメリカで、啓蒙主義が独自の展開を示した歴史を、医学
者で独立宣言の箸名者の一人でもあり、その後様々な改革運動にも関わったベンジャミン・ラッシュ(1746-
1813)を通じて考察するものである。ラッシュの医学、独立革命、改革運動については個別に先行研究が存
在するが、ここではラッシュの思想と活動を全体的に捉えることを目的としている。用いた史料は、公刊さ
れたラッシュの論文・書簡・自伝などで、それを未公干Ijの講義ノートや書簡、関連する匿学者の論文によっ
て補っている。また序章では、ラッシュの略歴と研究史を概観するとともに、本論文の主たるテーマである
啓蒙主義、独立革命、 18世紀医学の論点を整理し、インテレクチュアル・ヒストリーの方法についても論
じている。
第 i章「啓蒙主義の医学における展開ーニュートンの医学への影響Jでは啓蒙主義を 18世紀匿学の文脈
で見通している。啓蒙主義の系譜を医学思想の上で辿ると、その源流はニュートンの『光学jにおける、法
射性に員IJった機械的人体という観念に遡る。ニュートンは色と光の現象を論じる過程でこうした身体観をう
ちだしたが、彼の影響を受けてそれを医学に応用したのがピトケアンらの医数学派であった。彼らはニュー
トンの身体観を人類に健康と幸福をもたらす啓蒙主義の実践として捉えた。この機械論的身体観は、医数学
派からライデン大学のブールハーフェを経由して、スコットランドのエデインバラ大学に伝えられ、実践的
には個人の健康を守る衛生学という分野を打ち立てた。一方、エデインバラのカレンによって、身体を律す
る法則は物理学的なものから化学的なものへと読み替えられた。この「新j涯化学派が、新大陸アメリカ、
とりわけラッシュの身体および精神の医学に影響を及ぼしたとされる。
第2章「ラッシュの身体の医学における啓蒙主義ーそのアメリカ的展開jでは身体面の医学を、第 1章と
関連付けながら考察している。ラッシュにおける身体の医学の出発点は、エデインバラで取得した医学博士
の学位論文で、そのテーマは「消化Jであった。アメリカへ戻った後、ラッシュは医学理論を独自に展開し
ていく。それは、機械論的身体観を保持しつつ、外部からの刺激に反応する身体という観点を取りながら、
新大陸アメリカにおける病いの特殊性を論ずるものであった。
第3章「ラッシュの精神医学Jにおいては、ラッシュの理論が身体の医学と基本的には変わらなかったこ
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とが論じられる。外部からの過剰な刺激に対する身体の反応を契機として、精神の病いが発生すると彼は考
えた。彼の精神医学は、ハートリーやリードをはじめとするスコットランド啓蒙主義者たちの機能心理学の
系譜に連なるものであった。ラッシュによる治療法は、「鎮静椅子Jや「旋回器Jといった奇異なものも含
んでいて、最終的には、病院への収容と患者に対する懲治という強制的なものになっている。だが、こうし
たラッシュの精神医学は、単なる医学理論の枠内に止まらなかった。彼において、医学は人間生活の外的環
境を形成する社会的規範と無関係ではありえなかった。それゆえ彼の医学理論はアメリカの共和主義やキリ
スト教と結びつくことになった。また独立革命を通してラッシュが希求した共和国アメリカの政治的風土は、
質的にも量的にも共和主義に特有の病いを引き起こすと彼は考えた。それゆえラッシュの践はアメリカ社会
の「原理、道徳、習俗jを改革することに向けられていった。
第4章「様々な改革への啓蒙主義医学の適用一刑罰改革を例にJでは人権思想家としてのラッシュに焦点
があてられる。刑罰改革においては、被刑者の受ける身体的苦痛を軽減するため、ラッシュは公開荊や死刑
を廃止して、収監や労働部、教育刑に代えることを提案している。刑務所への収監は囚人を孤独にさせるこ
とで反省をうながし、更生させることを意図していた。また労働刑や教育刑は、共和国市民にふさわしい徳
性を身に付けさせるに適したものとみなされた。
第5章 f共和主義文化としての“temperance"の創造一啓蒙主義医学の到達点のーっとしてJで取り上げ
られた禁酒改革において、ラッシュは衛生学のテーマである「節制Jtemperanceを読み替えることでJ禁酒j
の概念を作り出した。禁酒に関する決定的な論考として発表されたのは、 f蒸留酒の人間の心身に及ぼす影
響の研究、およびそれを回避する手段と治療する方法の報告jと題されたパンフレットで、ここにおいては
「不節制な飲酒Jが問題視された。料激物としての酒類、とりわけアルコール度数の高い蒸留酒が問題とされ、
あらゆる病いを引き起こす原因として断罪された。蒸留酒は病いであるばかりか、犯罪などの社会問題の原
因であるとして糾弾されるに至る。
第6章「ラッシュの啓蒙思想ーその全体像jでは、第 1章からの考察(医学史)をふまえつつ、ラッシュ
の医学理論が建国期アメリカの社会的・文化的状況の中で、独自の啓蒙思想に発展していったことが確認さ
れる。出発点はニュートンに始まる機械論的身体観であったが、エデインバラにおいてはスコットランド道
徳哲学と衛生学に触れることによって、健康を保持するための節制の重要性に呂を開かせられた。ラッシュ
はまた身体と精神を区別せず、感性(感覚)と道徳(徳J性)とは不可分であるとみなしていた。このように
道徳を重視する点において、アメリカの共和主義はキリスト教信仰と対立することはなかったのであり、こ
こにこそアメリカ啓蒙思想の独自性がある、と著者は結論づけている。
審査の結果の要旨
ベンジャミン・ラッシュは、アメリカにおける禁酒運動の先駆者として知られているが、近年では公開刑
や死刑の廃止を訴えた人権思想家としても注目されている。医師としての仕事のほかに、独立宣言の署名や
合衆国憲法の批准会議に加わるなど、その活動は多岐にわたっている。本論文は、ラッシュの思想と行動を
啓蒙主義、独立革命、 18世紀医学の 3点から総合的にとらえようとする意欲的な論考である。
著者の言う「啓蒙主義jとは、社会契約説に代表される政治思想ではなく、ニュートンの科学革命に端を
発する実験的・帰納的な思惟方法であり、それを継承して発展したのが 18世紀医学であったとされる。そ
れゆえ、最初の2章においてはニュートンからラッシュに至る医学の系譜が跡づけられることになるが、専
門の医学論文を参照するなど、詳細な解説をしている。
著者はラッシュの医学を「啓蒙主義のアメリ:力的展開jと評しているが、第3章から 5章までを「精神医
学Ji刑罰改革Ji禁酒運動jの考誌にあて、科学史から一歩踏み出して文化史の領域に切り込んでいる。精
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神病院や刑務所の改善を訴えるラッシュははたして「人道主義者jであったのだろうか?本論文の最大の功
績は、様々な社会改革を提案したラッシュについての通俗的なイメージを打ち消し、このような改革案を考
え出した科学者としてのラッシュの思考田路を論理的に解明した所にある。ラッシュの改革思想を貫くのは
「身体Jに対する医師としてのまなざしであり、身体は神経組織を媒介して外界とつながっている。物理的・
化学的な外からの刺激は、身体的な「感覚Jとなって人間の精神にはたらきかける。感覚こそが、身体と精
神をつなぐのであり、また感覚によって人間は社会とつながっている。従って社会的規範もまた感覚のバラ
ンスの上に保たれねばならない。ここから「徳性jへの関心が生じ、医学は道徳(節制、自己管理)とも関
わるようになる。このように身体の感覚論が社会の道徳、論に変貌する理由は、著者の言うところの「啓蒙主
義的涯学jに内在していたのだが、ラッシュはそれを再確認しただけでなく、社会的にもそれを実践しよう
としたのであった。身体の医師にとどまらず、精神の医師であり、さらには社会の医師でもあろうとしたラッ
シュは、独立まもない共和国アメリカの f健康jを守り、その「病しづと闘おうとした。彼をもって建周期
アメリカにおける啓蒙思想の代表者とする著者の見解には大いに説得力がある。
ただし、キワスト教の影響について著者の解釈はやや媛味である。たしかに禁酒協会の設立には聖戦者が
加わっており、道徳、の問題にはどうしても宗教が関わってくるとはいうものの、少なくともラッシュにおい
て、アメリカの市民道徳が医学に基づくという著者の立場からすれば、もう少し明快な解答が望まれるとこ
ろであった。また独立革命とのかかわりについても言及が乏しかった。「インテレクチュアル・ヒストリーJ
によって社会文化的な背景にまで呂を向けると序章で述べた著者の抱負は十分実行されたであろうか。さら
なる調査・研究が期待される。とはいえ本論文は建居期アメリカの社会改革を医学の視点から捉え直したユ
ニークな文化史であり、その成果は学界に大きく貢献するものと考えられる。
平成 24年12月20日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出結のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑芯答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人
文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条 (2)に該当することから免除し、審議の結果、審査委員全
員一致で合格と判定された。
よって著者は、博士(文学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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